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水
道
水
が
で
き
る
ま
で

　

水
道
水
の
も
と
に
な
る
水
（
原
水
）
を
取
水

す
る
と
こ
ろ
（
水
源
）
は
、
表
流
水
（
地
表
を

流
れ
る
川
や
ダ
ム
の
水
）、
地
下
水
（
わ
き
水
）、

伏
流
水
（
川
床
、
湖
床
ま
た
は
そ
の
付
近
を
潜

流
し
て
い
る
水
）
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
の
白
石
市
上
水
道
の
水
源
は
次
の
四
カ

所
で
す
。

①
岩
の
上
（
福
岡
蔵
本－

白
石
川
の
伏
流
水
、

最
大
取
水
量
七
千
�
／
日
）

②
三　

住
（
福
岡
深
谷－

わ
き
水
、
最
大
取
水

量
二
千
�
／
日
）

③
二
ツ
森
（
福
岡
八
宮－

わ
き
水
、
最
大
取
水

量
五
千
�
／
日
）

④
七
ケ
宿
ダ
ム
（
広
域
水
道－

平
成　

年
度
契
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約
水
量
九
千
五
百
�
／
日
）

　

①
②
③
は
白
石
市
の
独
自
の
水
源
で
、
そ
こ

か
ら
取
り
入
れ
た
原
水
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
浄
水

施
設
で
消
毒
し
て
配
水
池
へ
送
り
ま
す
。
さ
ら

に
配
水
池
の
水
は
、
道
路
の
下
に
埋
め
て
あ
る

配
水
管
を
通
っ
て
各
家
庭
へ
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
仙
南
仙
塩
広
域
水
道
か
ら
の

受
水
で
す
。
広
域
水
道
は
④
七
ケ
宿
ダ
ム
を
水

源
と
し
、
白
石
市
の
ほ
か
仙
台
市
な
ど
六
市
十

町
で
受
水
し
て
い
ま
す
。

　

七
ケ
宿
ダ
ム
の
原
水
は
、
南
部
山
浄
水
場
で

不
純
物
や
細
菌
な
ど
の
除
去
、
消
毒
が
行
わ
れ

た
あ
と
各
市
町
の
配
水
池
に
送
ら
れ
、
配
水
池

か
ら
①
〜
③
と
同
じ
よ
う
に
各
家
庭
に
送
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
簡
易
水
道
（
給
水
人
口
が
百
人
以
上
、

五
千
人
以
下
の
水
道
）
の
水
源
と
し
て
は
、
上

戸
沢（
わ
き
水
）、
下
戸
沢（
わ
き
水
）、
湯
元（
伏

流
水
）、
三
住
（
わ
き
水
）
の
四
つ
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
地
域
住
民
で
管
理
を
し
て
い

る
わ
き
水
な
ど
を
原
水
と
し
た
小
規
模
水
道
施

設
が
、
市
へ
届
け
出
の
あ
る
も
の
だ
け
で
約
五

十
カ
所
あ
り
、
ほ
か
に
も
個
人
的
に
管
理
し
て

い
る
施
設
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。

県民（７市10町）の水がめ・七ケ宿ダム

吋七ヶ宿ダム�

韻二ツ森水源�

（塩素注入）�
（塩素注入）�

（塩素注入）�

隠三住水源�

配水池�

配水池�

配水池�

広
域
水
道�

浄水施設�

浄水施設�

浄水施設�

利用者�

家�

工場�

利用者�

家�

工場�

陰岩の上水源�陰岩の上水源�

南部山浄水場�

沈　澱�

ろ　過�

浄水池�

（不純物の除去）�

（細菌などの除去）�

塩素注入�

韻二ツ森水源�
隠三住水源�

白�

石�

川�

家庭に水道水がとどくまで（上水道）

※上水道の配水池は16カ所あり、

　実際の送水経路とは異なります。
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●特集＝おいしくて安全な「水」を守るために私たちができること

白
石
の
水
は
安
全
？

お
い
し
い
？

厳
し
い
水
質
検
査

　

安
全
な
水
の
供
給
は
、
水
道
の
最
も
重
要
な

条
件
で
す
。
こ
の
た
め
、
水
源
に
お
け
る
原
水

の
水
質
検
査
を
は
じ
め
、
家
庭
の
水
道
水
が
水

質
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
厳
し
い

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
ま
す
。

●
水
道
事
業
所
で
の
検
査

　

水
道
事
業
所
で
は
、
毎
日
、
市
内
八
カ
所
の

水
道
水
の
残
留
塩
素
・
濁
度
・
色
度
を
検
査
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
配
水
池

の
水
位
や
送
水
量
な
ど
を
監
視
し
て
い
ま
す
。

●
広
域
水
道
事
務
所
で
の
検
査

　

月
に
一
回
、
市
内
十
七
カ
所
か
ら
採
取
し
た

原
水
と
栓
水
（
蛇
口
の
水
）
を
、
検
査
施
設
の

あ
る
仙
南
仙
塩
広
域
水
道
事
務
所
に
依
頼
し
て
、

水
質
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
検
査
は
、
水
道
法
に
定
め
ら
れ
て
い
る

水
の
基
礎
的
性
状
な
ど
十
項
目
（
年
に
一
回
は

四
十
六
項
目
）
を
検
査
す
る
も
の
で
す
が
、
白

石
市
内
の
水
道
は
、
い
ず
れ
の
値
も
基
準
値
を

大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

水
質
は
全
く
問
題
あ
り
ま
せ
ん

宮
城
県
仙
南
仙
塩
広
域
水
道
事
務
所

水
質
検
査
班
長　

小
島
秀
行
さ
ん

　

白
石
市
の
水
は
、
ど
の
検
査
場
で
も
、
ほ
と

ん
ど
の
項
目
で
厚
生
労
働
省
の
水
質
基
準
値
の

１
／　

未
満
で
す
か
ら
、
水
質
的
に
は
問
題
の

10

な
い
、
安
全
な
水
と
い
っ
て
い
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

水
道
法
で
は
塩
素
消
毒
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
白
石
市

の
自
己
水
源
の
水
は
濁
り
が
な
く
、

そ
の
ま
ま
の
状
態
で
飲
め
る
水
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

水
源
地
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

今
あ
る
自
然
を
そ
の
ま
ま
残
す
こ

と
が
、
安
全
で
お
い
し
い
水
に
つ

な
が
る
条
件
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

もちろん家庭の水道水も水質検査の
対象です

配水池の水位、濁度などが一目でわかる
水道事業所のコンピュータ

広域水道事務所での水質検査

お
い
し
い
水
と
は
？

　

お
い
し
い
水
と
は
、
ど
の
よ
う
な
水
を
い
う

の
で
し
ょ
う
か
？

　

ひ
と
つ
の
目
安
と
し
て
、
昭
和
六
十
年
に

「
お
い
し
い
水
研
究
会
（
厚
生
省
水
道
環
境
部

長
私
的
研
究
会
）」が
提
示
し
た
デ
ー
タ（
左
表
）

が
あ
り
ま
す
。

　

水
質
項
目
①
②
③
は
水
を
お
い
し
く
す
る
要

因
、
④
⑤
⑥
は
水
の
味
を
悪
く
す
る
要
因
で
す
。

　

つ
ま
り
、
お
い
し
い
水
と
は
、
ミ
ネ
ラ
ル
や

遊
離
炭
酸
を
適
度
に
含
み
、
味
を
悪
く
す
る
成

分
や
臭
気
成
分
を
含
ま
な
い
適
温
の
水
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

基準値と検査結果〔　　　　　　　　　　　　　〕
検　出　値基　準　値項　　　目

３４１００個／�以下 一 般 細 菌病 原
生 物  陰性 検出されないこと大 腸 菌 群

０.００１未満０.０１�／Ｌ以下カ ド ミ ウ ム
無機物
質・重
金 属

０.００００５未満０.０００５�／Ｌ以下水 銀

０.００１未満０.０５�／Ｌ以下鉛

０.２７１０�／Ｌ以下硝酸性窒素・亜硝酸性窒素

０.０００１未満０.００２�／Ｌ以下四 塩 化 炭 素一般有
機化学
物 質

０.０００１未満０.０３�／Ｌ以下ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン

０.０００１未満０.０１�／Ｌ以下ベ ン ゼ ン

０.０００１未満０.０６�／Ｌ以下ク ロ ロ ホ ル ム消毒副
生成物 ０.０００１未満０.１�／Ｌ以下総 ト リ ハ ロ メ タ ン

０.０００１未満０.００３�／Ｌ以下シ マ ジ ン
農 薬

０.０００５未満０.００６�／Ｌ以下チ ウ ラ ム

摘　　　　要 〔要　　件〕〔水質項目〕

　主にミネラルの含有量を示します。量が多
いと水の苦味、渋味などが増し、適度に含ま
れると、こくのあるまろやかな味がします。

３０ ～２００�/L
（４３）

蒸発残留物①

　ミネラルの中で量的に多いカルシウムとマ
グネシウムの含有量を示します。硬度の低い
水はくせがなく、高いと好き嫌いが出ます。

１０ ～１００�/ L
（２１）

硬 度②

　水にさわやかな味を与えますが、多いと刺
激が強くなって、まろやかさを失わせます。

３ ～３０�/ L
（検査項目外）

遊 離 炭 酸③

　有機物量を示します。量が多い水は渋味が
ありますが、多量に含むと塩素の消費量も大
きくなり、水の味を損ないます。

３�/ L以下
（０.４）

過マンガン
酸カリウム
消 費 量

④

　水は水源の状況によりさまざまなにおいが
つくことがあり、土臭、生ぐさ臭、腐敗臭な
どは不快な味をつけます。

３以下
（１以下）

臭 気 度⑤

　水に残留する塩素はカルキ臭を与え、濃度
の高い場合には水の味をまずくします。

０.４�/ L以下
（０.３）

残 留 塩 素⑥

最高20℃以下
（１６.８）

水 温 ⑦

４６項目のうち健康に関する項目の中から抽出
平成13年７月２日　三住水源採取

おいしい水の要件〔　　　　　　　　　　　　　〕（  ）は平成13年７月２日に水道事業所の蛇口か
ら採取した水の検査数値です。


